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河
野
談
話
の
作
成
過
程
に
お
け
る
韓
国
側
と
の
す
り
合
わ
せ
作
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
河
野
談
話

す
り
合
わ
せ
『
日
本
が
要
請
』

韓
国
側
当
事
者
、
初
の
証
言
」
と
の
見
出
し
の
、
本
年
六
月
十
七
日
付
産

経
新
聞
記
事
（
以
下
、
「
産
経
記
事
」
と
す
る
。
）
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
関
連
す
る
一
九
九
三
年
の
河

野
談
話
に
つ
い
て
、
そ
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
我
が
国
側
か
ら
韓
国
側
に
対
し
、
「
内
々
に
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

要
請
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
産
経
記
事
」
を
政
府
は
承
知
し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

「
産
経
記
事
」
に
よ
る
と
、
産
経
新
聞
社
の
取
材
を
受
け
た
元
韓
国
外
務
省
東
北
ア
ジ
ア
局
長
の
趙
世
暎
氏
が
、
河
野
談

話
が
作
成
さ
れ
る
過
程
で
、
当
時
の
我
が
国
政
府
高
官
か
ら
、
同
談
話
の
表
現
振
り
に
つ
い
て
も
相
談
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。
河
野
談
話
が
作
成
さ
れ
る
過
程
で
、
我
が
国
側
と
し
て
韓
国
側
に
内
容
の
す
り
合
わ
せ
等
、
相

談
を
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

三

「
産
経
記
事
」
に
よ
る
と
、
趙
氏
は
自
身
が
当
時
相
談
を
受
け
た
同
元
高
官
の
名
前
は
明
か
さ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
政
府
と
し
て
、
当
時
趙
氏
に
相
談
を
持
ち
掛
け
た
高
官
と
は
誰
か
、
把
握
し
て
い
る
か
。

四

現
在
政
府
内
で
は
、
河
野
談
話
の
作
成
過
程
を
検
証
す
る
チ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
、
検
証
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
承
知

一



す
る
。
そ
の
結
果
は
、
国
民
の
要
請
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
す
る
と
の
姿
勢
を
政
府
は
示
し
て
い
る
と
も
承
知
す
る
が
、
政
府

と
し
て
、
当
時
趙
氏
に
相
談
を
持
ち
掛
け
た
政
府
高
官
と
は
誰
か
に
つ
い
て
も
、
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


